
Ⅰ　実践に当たって
１年生の入門期に平仮名の読みでつまずくと、学習意欲が減退し、問題行動を引き起こしてしまい

やすい。そのため、なるべく早期につまずきを解消し、楽しく授業に参加できるようにすることが急
務であると考えた。本実践は、正式な入級手続きや検査は後回しにした教育相談対応として、６名の
児童を通級担当２名（T1 木村　T2 柿崎りか教諭）でグループ指導した「ひらがな道場」の取組で
ある。

入学して２ヶ月経過した６月に行う平仮名５０音の読みのチェックテストで、低得点だった本校の
児童を勧誘し、「ひらがな道場」において遊びを通して平仮名の読みの指導を行った。　

対象児童の中には、就学前に「就学時健康診断」の他に秋田県の「就学や教育に関する相談会」や
横手市の「五歳児健康相談」「就学相談会」を受けた児童が含まれている。横手市教育委員会から就
学前の情報を集約した「横手市個別の支援計画ファイル“バトン”」で情報を引き継いだ児童である。
これらの児童に関しては、就学前から教育相談を実施し、入学式に向けた支援を手始めに切れ目ない
支援を目指して対応してきた。「ひらがな道場」もその延長線上の取組である。

Ⅱ　実践内容
１　指導時間

正式な入級ではないので、授業時間ではなく、朝の活動（朝読書）の時間に週１回３０分程度の指
導とした。その後の在籍学級での学習活動に支障がないように、活動量が多くなりすぎない内容に留
意し、気持ちを落ち着けてから在籍学級に戻すようにした。
２　指導回数

令和３年６月１８日から１０月２８日まで、計１４回の指導を行った。夏休みをはさむことで、家
庭での平仮名の学習の励みになるようにした。
３　使用教材

市販されているカルタや平仮名カード、インターネットで検索して見付けた五十音表を活用した。

第５分科会　通級による指導

一人一人に応じた効果的な指導や支援の在り方
〜切れ目ない支援を目指して　１年生の「ひらがな道場」の試み〜
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４　指導内容と児童の変容

【　通級指導教室のプレイルームでカルタ遊び　】
　※　カルタ遊びのルール　
　○�カルタを多く取った人が勝ちではない。平仮名を読め

るようになった人が勝ち。取ったカルタを数えない。
　○�カルタを取った人は立って、１回休み。
　○�途中の状況を見て、取ったカルタの枚数が少ない人だ

けがカルタを取れる場面を設ける。
　○�それぞれお気に入りのカルタを１枚選び、紹介する。
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５　「ひらがな道場」終了後の対応　〜　支援をつなぐ　
「ひらがな道場」が終了した時点で、平仮名の読み書きに支障がなく在籍学級の学習に適応してい

る児童に関しては、指導を終了した。
在籍学級での学習や生活、家庭学習に困難さを抱えていて、引き続き通級による指導の活用につな

げたい児童に対しては、平仮名の書きの指導を個別に行えることを知らせ、「お試し通級」として何
回か個別指導を継続した。児童が通級指導教室での個別指導の有効性を実感した上で、保護者との教
育相談や心理検査を実施した。

心理検査は、横手市教育委員会を通じて特別支援教育アドバイザーに依頼し、検査報告や教育相談
において、アセスメントに基づいた支援について指導・助言を受けた。そのことで、児童の課題が読
み書きだけでないことを保護者が受け止めることができるようにした。合わせて在籍学級への特別支
援教育支援員の配置についても保護者の理解を図った。

また、検査報告等には保護者、在籍学級担任、管理職、特別支援教育コーディネーター、通級指導
教室担当等が同席し、チームとして情報共有し、それぞれの持ち場でどんな支援をするかを検討した。
通級するねらいを明確にして、本人や保護者が必要感をもって入級できるように心掛けた。

Ⅲ　成果と今後の課題
１　成果
　・�「横手市個別の支援計画“バトン”」の情報を生かして、児童の実態を理解し、保護者が児童の

実態をどのように受け止めているかを把握した上で、対応することができた。
　・�迅速に「ひらがな道場」の指導を開始することで、他の児童との差が大きく広がらないうちに支

援することができた。また、夏休み中に平仮名の復習に取り組む意識を高めることができた。
　・�６人の児童の読む力には個人差があったが、音韻認識の向上から文章の音読までスモールステッ

プで指導を進めたことで、指導内容のレベルを上げながら無理なく指導を進めることができた。
　・�グループ指導なので仲間意識をもちつつ、互いに刺激し合いながら楽しく学習することができた。
　・�平仮名の読み以外にも複数の課題を抱えていて通級指導の活用を勧めたい場合でも、平仮名の読

みの困難さをきっかけにして保護者と関わると、子どもが取り出し指導されることへの不安感が
軽減された。「ひらがな道場」を通して信頼関係が築かれ、その他の課題についても相談できた。

　・�入級を勧めたい児童と保護者が通級で個別指導を受けることに前向きになり、その後の検査や教
育相談にスムーズに移行することができた。（４名入級）

２　今後の課題
　・�小学校に入学して初めて子どもの学校生活上の困難さに気付いた保護者には、学級担任が信頼関

係を築いてから通級指導教室の担当者につなぐことで、保護者や児童の不安を解消したい。
　・�４月のPTAの際などに、「ひらがな道場」について説明しておけば、保護者の理解が得られや

すくなる。合わせて通級指導教室の説明をしながら、理解啓発を図りたい。
　・�平仮名を読めるようになることをゴールにしたが、平仮名を読めるようになって、どんなことを

したいのかそれぞれの願いを明確にして取り組めば、日常生活の中で自己評価できる。
　・�集中が続かない児童にみんなと同じ活動を無理強いしてしまった場面があった。指導者が二人い

たので、臨機応変に分かれて興味のもてる別の活動をさせた方がよかった。
　・�「ひらがな道場」の終了後に入級する際、退級するためのゴールをしっかり見据えて通級指導を

開始し、関係者がそれぞれの場面で児童の状況を評価できるようにしたい。
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